









































































































































（Drucker, 1973, 1974：邦訳 pp.112）、再定義を必要とす
る。この再定義は、本来事業ドメインを構想する際に行う
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研究開発部門の提案 <- 技術の高度化 .536 ***
事業部門の提案 <- 研究開発部門の提案 .427 .015
トップマネジメントの改革意志 <- 研究開発部門の提案 .580 .010
事業ドメインの広がり <- トップマネジメントの改革意志 .543 .063
事業ドメインの広がり <- 事業部門の提案 .349 .088
事業ドメインの広がり <- 研究開発部門の提案 -.280 .319
選考会義の頻度（事業） <- 事業部門の提案 .667
事業提案選考基準の明確さ <- 事業部門の提案 .852 ***
新事業立ち上げ支援 <- 事業部門の提案 .918 ***
技術の応用の提案（近年） <- 研究開発部門の提案 .714
選考基準の確定（研究開発） <- 研究開発部門の提案 .511 .002
トップマネジメントのビジョン共有努力（公式） <- トップマネジメントの改革意志 .503
従業員への危機感付与（技術的） <- トップマネジメントの改革意志 .700 ***
選考会義の頻度（研究開発） <- 研究開発部門の提案 .471 .004
事業ドメイン外の市場進出提案（異業種） <- 事業部門の提案 .612 ***
従業員への危機感付与（市場的） <- トップマネジメントの改革意志 .930 ***
地域進出の方針 <- 事業ドメインの広がり .691 .008
多角化における自由度 <- 事業ドメインの広がり .412
競合の多様性考慮程度 <- 事業ドメインの広がり .727 .008
技術の発展可能性の認識（業界） <- 技術の高度化 .943
技術発展の見込み <- 技術の高度化 .747 ***
技術の発展可能性の認識（自社） <- 技術の高度化 .853 ***
97事業ドメインを拡張させる 要因の実証分析
連性が高いが市場的に関連性が低いため、隣接市場とい
う表現が市場的な共通点が高いことを示すため、異業種
市場として考える。この異業種の市場に関する提案も
（研究開発部門の提案が確率的に発生するように）、確率
的に発生すると思われる。
４） 本研究では、この事業ドメインの広がりが日ごろから
行われることではないため、実証に向けて事業ドメイン
が広がる可能性を含んでいるか否かを確認することとす
る。
